
 

 

資 料 ４  
  

  

１．プロジェクトの概要 

近年、山形市から県外への転出超過が続いており、特に若年女性の人

口流出が顕著となるなど、若年女性の地元定着が地域課題となってい

る。そこで、山形市で生活する女性が抱える悩みや課題を、自ら解決す

ることを目指す探求型プログラムを実施することにより、地域で活躍す

る女性リーダーを養成し、“女性が輝くまち山形”の実現及び若年女性の

地元定着を図るため、女性人材育成事業を実施している。 

本プロジェクトは、資生堂ジャパン㈱から寄附をいただいた企業版ふ

るさと納税と、資生堂がもつ女性活躍支援のノウハウ、および山形市と

包括連携協定を締結している㈱Ridilover(リディラバ)が持つ人材育成の

ノウハウを活かした、公民連携で行っている。

 

２．女性活躍推進トップセミナー 

①日 時 令和４年５月２３日（月）１４：００～１６：００ 

②場 所 山形グランドホテル 

③参加者 山形市内の企業の経営者・管理職 ４５社 ５６名 

④講演者 ㈱資生堂 人財本部副ＣＰＯ 芦田恵美子氏 

     山形市 井上副市長 

 

３．トークイベント&事前説明会 

①日 時 令和４年６月３日（金）１３：００～１５：３０ 

②場 所 山形テルサ 

③参加者 山形市在住、在勤、在学の女性 ５６名 

④パネルディカッション ㈱資生堂 代表取締役 常務 鈴木ゆかり氏 

     Community Nurse Company㈱ 代表取締役 矢田明子氏 

 

 

 

 

４．ワークショップ 

①期 間 ６月～１２月 

 ②場 所 男女共同参画センター及び東京都内 

 ③対象者 山形市在住、在勤、在学の女性 

 ④参加者 ２０名（４人×５グループ） 

８回のワークショップにおいて、女性が抱える悩みや課題を解決す

る活動案を考案する。 

 

⑤特徴的な取組み 

○ビューティーセッション（資生堂ジャパン提供） 

○ＴＯＫＹＯスタディトリップ  ８月２５日（木）、２６日（金）  

   ・先進取り組み団体の見学、体験 

    ①NPO 法人 Chance For ALL 

    ②スリール株式会社 

    ③NPO 法人マドレボニータ 

・有識者講演 吉岡マコ氏 NPO 法人マドレボニータ創設者 

現 NPO 法人シングルマザーズシスターフッド発起人 

  

現時点での参加者からの声 

 

 

 

 

 

 

 

５．Ａｃｔｉｏｎ Ｄａｙ 

①１１月１９日（土）、２０日（日） ②会場：市内各所 

  ②地域課題を解決する主体者として Action を実施し、成功体験と 

今後の活動イメージを醸成する。 

  グループ１：食育 

        

  グループ２：子どもの居場所づくり      

                       
  グループ３：人材育成、女性の離職防止   

        

グループ４：働く女性の支援      

                      

グループ５：出産育児の支援 

        
 

６．活動報告発表会 

日時：１２月６日（火） １５：１５～１７：００ 

会場：総合福祉センター 2 階 交流ホール 

   チーム作りから活動実施までのグループワークの成果を発表。 

   （別紙参照） 

 

７．地域課題解決をめざす交流会 

日時：１２月２２日（木）１３：３０～１６：００ 

会場：男女共同参画センター 

   Women‘s Campus 山形参加者と支援者との交流イベントを実施し、

マッチングやアイデア創出の機会を作る。 

公⺠連携による⼥性⼈材育成事業の実施状況について 
“女性が輝くまち山形”を目指した共同プロジェクト 「まち、わたし、きらめく Women's

ウ ィ メ ン ズ

 Campus
キ ャ ン パ ス

山形」 

お米についての親子学習会、羽釜で
炊いたお米でおにぎりアート作り
体験、試食、おにぎり配布と地産お
米ＰＲイベントを開催（コパル） 

小学生が地域版ボーゲーム「山形
しかカタン！」を高校生と一緒に
遊びながら学ぶ、体験プレイイベ
ントを開催（ファーラ） 

出産などによる女性の離職防止と
企業における人材育成のため、広報
に関するスキルアップ講習会を開
催（古窯） 

市内で働く女性の両立不安を
解消するため、ロールモデル
となる女性の講演と座談会を
開催（ファーラ） 

赤ちゃんとパパママが一緒にで
きるファミリーヨガ、夫婦の対
話ワーク体験会を開催 
（ファーラ） 

・行政だけ、民間だけでは踏み込めない部分を、連携して取り組むことができている。 
・誰かが動いてからではなく、自分から動くことで社会が変化していく、と感じてい
る。 
・たくさんの人と関わりを持つことができ、新たな問題点も知ることができた。新しい
課題にも取り組んでみたい。 
・実生活に基づいた課題を設定し、かつ現実的な解決方法を探ることができている。 
 


